
３．見直し後の新制度

交通系ICカード、マイナンバーカードを利用した高齢者移動支援
～コンパクト＋ネットワークのまちづくりを目指して～

前年比新制度(R7.8月末）旧制度(R6.8月末)

123.9%15,827名12,776名実利用人数

・バス停や駅が遠くて使いにくい
（バスや電車に乗ることに不慣れ）
・高齢で長距離を歩けない

・利用者は対象の３割程度
・対象者の６％程度の方に恩恵が集中

(不公平との声も)

・対象者は今後も増加＝財政負担の限界
・人口減少下においては、これまで以上
に鉄道やバスを使う方がいなくなる
（いかにして残していくか）

自動車に頼らない「楽しいおでかけ」の選択肢を増やす。
→高齢者移動支援の制度設計を見直ししました。

１．福島市が目指す都市のかたち

（市内の２割程度）

日常生活拠点の交通サービスイメージ→
徒歩、自転車、マイカーのほか、コミュニティサイクル、新た
なタクシーサービス、カーシェアなどが域内交通を支える

２．これまでの制度
７５歳以上の方は、福島交通の電車・路線バスが無料で乗車可能（H22スタート）

このほか、利用データ集計が容易なことや、毎年の利用券が郵送不要なことなど、事務的なメリットも多くあります。

既に2割以上増加
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(3)見直し後の
利用状況

既に旧制度の実利用
人数を超え、見直し
の効果が表れている。
今後、さらに増加が
期待される。

公共交通の利用を促進するには、市民のライフスタイルに訴求することが必要ですが、車社会となった福島市においては簡単なことではありません。
本市が目指す都市の姿を市民みんなで共有できるよう、粘り強く周知を進め、バス・鉄道の定時定路線型路線を出来るだけ維持していきたいと考えています。
また、多様な運行形態・多様なサービス・多様な主体との共創により利便性を高め 、地域の足・お出かけの選択肢確保を目指してまいります。

～タクシーを利用可能に！ 日常生活拠点までタクシーを利用して、電車とバスを利用しやすく～


